
【取組内容③】 端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実化

ＡＩドリルを活用した課題設定

本市ではAIドリルが導入されており、活用のた
めの実践研究が進められている。本校では朝の帯
活動と家庭学習に活用しており、AIドリルを用い
ることで課題の提示が半自動化され、生徒は自分
の理解度に応じた問題を解き進めることができる。
また、教師側からは生徒１人１人の進行状況や苦
手な問題などを把握できるため、生徒の理解度の
確認としても効果が高い。

学習支援ソフトを活用した課題設定
本市では学習支援ソフトが導入されており、活

用のための実践研究が進められている。本校では
普段の授業以外にも、家庭学習の課題提出に活用
している。例えば理科の自由研究では、従来はレ
ポート用紙に写真や絵をつけて提出していたが、
学習支援ソフトを使うことで、実験中の動画など
を貼り付けることができ、研究内容をより分かり
やすく詳細までまとめることができる。また、家
庭科では調理実習の課題として、生徒が家庭で調
理した料理の動画と写真の提出などを行っている。
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